
淵野辺５丁目地区
地区計画の概要

地区計画が定められた地区では
建築物の建築などを行おうとする場合には、建築確認申請に先立ち、これらの計画について

市に届出（着手する３０日前まで）が必要となります。

○ 地区内で建物を建てる時には、次のような手続きが必要です。
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淵野辺５丁目地区の地区計画についてのお問い合わせは・・・相模原市 都市計画課
相模原市中央区中央2-11-15 電話042-769-8247(直通) FAX042-754-8490

Eメール toshikeikaku@city.sagamihara.kanagawa.jp

発行：相模原市

国道２０号線

津久井広域道路

檜原村

上野原市

道志村

山北町 座間市

大和市

清川村

八王子市

町田市

古淵駅

国道１６号線

淵野辺駅

矢部駅

相模原駅

町田駅

東林間駅

小田急相模原駅

相模大野駅

相武台下駅

藤野駅

中央自動車道

ＪＲ中央本線

相模湖駅

国道４１２号線

国道４１３号線

下溝駅

原当麻駅

上溝駅

南橋本駅

橋本駅

京王相模原線

ＪＲ横浜線

小田急小田原線

国道４１３号線

国道４１２号線

愛川町

Ｎ

ＪＲ相模線
小田急江ノ島線

さがみ縦貫道路

国道１２９号線

番田駅

淵野辺５丁目地区

mailto:toshikeikaku@city.sagamihara.kanagawa.jp


め

Ｅ
Ｐ
守
翌
叫
赳

Ｅ
ゆ
市
賦
聖

（翠
割
革
型
も
）ヨ
削
ヤ
冬

E

ふ 、``、ナ

々

寡,ケ

、ヽ 、ヽ

｀ヽ(トト
｀
、| 、`

クそそイク〉

″ケ′

夕|、すヤ

軍
凶
Ｇ
凶
判
単
帥
釈
巫
性

軍
凶
Ｇ
回
市
磐
削
田
習

瑠
巡
「
本
Ｅ
ｏ

Ｎ
Ｏ
条
準
昧
罫
習
輩

瑠
遵
「
本
Ｅ
ｏ
占
神
ミ
準
峠
岬
増
型

菫
再
Ｇ
側
担
Ｇ
順
割

回
孟
凶
Ｐ
凶
翠
田
ト
ロ
丹
齢
譲

国
市
凶
翠
国
市
ほ
掃
Ｌ
堅
翠

図
重
意
Ｒ
Ｇ
国
市
四
翌

緯
叩
Ｇ
隅
図

田
Щ
球
ば
尊

口
“
ロ
ロ
【
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

町
重
的
　
∞
ｒ
Ｄ辛
　
弧
ヽ
四

回
市
凶
費
凶
辞
ロ
ト
ゆ
剰
齢
栞

回
市
凶
習
回
能
に
摘
Ｌ
型
早

午
｀
N

| ,1

珍′  |

グ
ク

｀
で

囁

ぶ 図
ぷ
＝
本
Ｅ
ｏ

田

押
兵
韓
監
岬
留
査

瑠
巡
「
本
Ｅ
Ｏ
占

な
糸
翌
酷
罫
題
型

望
羅
Ｇ
胆
導
Ｇ
旧
側

Ｆ
凶
Ｇ
回
孟
撃
削
凶
翠

わ
【
寧
凶
Ｇ
回
詰
凶
宰



1 

淵野辺５丁目地区 地区計画 決定事項  
（平成 12 年 9 月 21 日決定）  
（平成 19 年 2 月 23 日変更）  

名         称    淵野辺５丁目地区地区計画  
位         置    相模原市淵野辺五丁目  
面         積    約  １８ .８  ha 

 
地 区 計 画  
の 目 標  

 
本地区は、ＪＲ横浜線淵野辺駅東南約６００ｍに位置し、住

宅市街地に囲まれた大規模研究施設の跡地を中心とした地区で

ある。  
淵野辺駅周辺地域については、市内でも特に教育・文化施設

が数多く立地していることから、その特色を活かした活気とに

ぎわいのあるまちづくりとともに地域に開かれた教育・文化・

情報の発信拠点の実現が求められている。   
このため、本計画は、周辺環境に配慮し、適正な土地利用の

誘導を行うことで、良好な都市環境の形成を図り、教育・文化・

情報の発信拠点を形成することを目標とする。  
 

区

域

の

整

備

・

開

発

及

び

保

全

に

関

す

る

方

針 
 

 
土 地 利 用 の 方 針  

 
淵野辺駅周辺地域の、活気とにぎわいのあるまちづくりや教

育・文化・情報の発信拠点の実現に向け、大学をはじめとした

教育・文化施設の立地を誘導するとともに、周辺環境と調和し

た良好な市街地の形成を図る。  
 

 
都 市 基 盤 施 設  
の 整 備 の 方 針  

 
周辺環境に配慮するとともに、都市の防災性の向上やうるお

いのある市街地環境の形成を図るため、安全で快適な歩行者空

間を確保する歩道状空地などを適切に配置する。  
 

 
建 築 物 等 の 整 備 の  
方 針  

 
市街地の環境に与える影響に配慮しつつ、教育・文化施設を

はじめ地域に開かれた良好な施設立地を図るため、適切な建築

物の誘導を行うとともに、環境を阻害するおそれのある建築物

を制限するなど、建築物等に関する事項を定める。また、垣、

柵の構造などについては、地域の環境に配慮したものとする。  
 

 
緑 化 の 整 備 に  
関 す る 方 針  

 
うるおいのある市街地環境、都市景観の形成や都市防災など

の観点から、既存樹木の保存を図り、さらに緑地等を適切に配

置するなど、敷地内の緑化を推進する。  
 
 

再

開

発

等

促

進

区 

面   積  約１８．４ha 
 
土地利用に関する

基本方針  

 
淵野辺駅周辺地域の活気とにぎわいのあるまちづくりや教

育・文化・情報の発信拠点の実現に向け、周辺環境との調和

に努め、大規模敷地としてのメリットを活用した土地利用を

図るとともに、大学をはじめとした教育・文化施設の立地を

誘導する。  
 

 
主要な公共施設の

配置及び規模  

 
公共空地（歩道状空地）  
幅員 ３．５ｍ  延長 約４１０ｍ  
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地

区

整

備

計

画 

地 区 の 面 積  約１８．６ha 

建

築

物

等

に

関

す

る

事

項 

 
建 築 物 等 の  
用 途 の 制 限  

   

次に掲げる建築物以外の建築物は建築してはならない。 

（１）学校、図書館、博物館その他これらに類するもの 

（２）病院 

（３）老人福祉センター、児童厚生施設その他これらに類する

もの 

（４）ホテル又は旅館 

（５）劇場、映画館、演芸場又は観覧場 

（６）寄宿舎その他これに類するもの 

（７）事務所、店舗、飲食店その他これらに類する用途に供す

るもの  
（８）公益上必要な建築物  
（９）危険物の貯蔵又は処理に供するもので建築基準法施行令

第 130 条の 9 で準工業地域に定める規定を超えないもの  
（10）前各号の建築物に附属するもの  
 
 

 
壁面の位置の制限  

 
建築物の壁又はこれに代わる柱の面から道路境界線までの距

離は、５ｍ以上とし、隣地境界線までの距離は、２ｍ以上とす

る。  
  ただし、物置、車庫その他これらに類する用途に供する建築
物で、高さが３ｍ以下でかつ、軒の高さが２．３ｍ以下のもの

については、この限りでない。  
 
 

 
建 築 物 等 の 形 態  
又 は 意 匠 の 制 限  

 

 
建築物等の形態及び意匠は、良好な街並みを創出するため、  

都市景観に配慮したものとする。  
 

 
「区域、再開発等促進区の区域、地区整備計画の区域、主要な公共施設の配置及び壁面の位置

の制限は計画図表示のとおり」  


